
平成１５年岐阜県観光レクリエーション動態調査結果概要

１ 観光客数

◆県計の動向

観光客数については、「平成記念公園『日本昭和村』」など新規オープン施設の効果や、「花」

をテーマに４月から県内全域で開催した「花の都ぎふ祭り～ひだ・みの花紀行～」（～H17.3 ま

で）により、県全体として１，７９９千人増加しており、年々緩やかな伸びを示している。

また、宿泊客数については、県内宿泊客の半数以上を占める飛騨圏域をはじめ、県内各地で減

少したため、前年に比べ県全体で２６１千人減少した。

・新規オープン施設の効果…主な新規オープン施設には、「平成記念公園『日本昭和村』」（美濃加

茂市）、「池田温泉新館」（池田町）、「セラミックパークＭＩＮＯ」および「岐阜県現代陶芸美術

館」（多治見市）、「そばの里荘川」（荘川村）、「市之倉さかづき美術館」（多治見市）があった。

中でも、「平成記念公園『日本昭和村』」は４月のオープン以来１，３３１千人の観光客を集め、

大きな観光拠点となった。

・「花の都ぎふ祭り～ひだ・みの花紀行～」効果…「花華コンサート」、「花街道ウォーキング」、「花

市華座」をはじめとして県内全域で年間７１１件のイベントを開催した。また各種コンテストの

実施や、花の都ぎふ祭りボランティアの組織化により、地域の魅力の再認識が図られた。

◆観光客数〔推計実人数〕： ４５，０１０千人 （対前年比 ＋４．２％） 
日帰り： ４０，５４１千人 （対前年比 ＋５．４％） 
宿 泊： ４，４６９千人 （対前年比 △５．５％） 

◆観光消費額〔推 計〕：２６０，５４１百万円 （対前年比 △７．２％） 
日帰り：１４４，０４６百万円 （対前年比 △４．４％） 
宿 泊：１１６，４９６百万円 （対前年比△１０．４％） 

年別観光客数の推移
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（１）日帰り・宿泊別観光客数

平成１５年の観光客数は４５，０１０千人。

これを日帰り・宿泊別にみると、日帰り客は４０，５４１千人、宿泊客は４，４６９千人

と日帰り客が全体の 90.1％を占めており、昨年よりも日帰り客の割合が 1.0ポイント増加し
た（図１、表－１）。圏域別に見ると、西濃圏域が日帰り客の割合が最も多く（構成比 98.1％）、
岐阜・中濃・東濃についても日帰り客が９割以上を占める。一方で飛騨圏域は、日帰り客

64.9％、宿泊客 35.1％の構成比となっている。

（２）居住地別観光客数

居住別にみると、県内客は２１，０８１千人（構成比 46.8％）、県外客は２３，９２９千
人（構成比 53.2％）で、飛騨圏域は特に県外客の割合が 76.3%と高い。 
県全体では、県外客のうち７割以上が東海地方からの観光客であり、以下近畿地方、関東

地方と続いている。東海地方からの観光客の割合が特に多いのは、西濃圏域および東濃圏域

である（図２、表－２）。
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（３）男女別・年齢別観光客数

男女別で見ると、男性２３，２２０千人（構成比 51.6％）、女性２１，７９０千人（構成
比 48.4％）と男性が若干多い。年齢別では、６０歳以上が最も多く、以下３０歳代、５０歳
代と続いている（図３、表－３）。

図３

５０歳代 19.9%

６０歳以上 27.8%

４０歳代 14.7%

３０歳代 23.6%

２０歳代 12.2%

２０歳未満 1.8%

 

図１

宿泊 9.9%

日帰り 90.1%



（４）利用交通機関別観光客数

利用交通機関別にみると、自家用車の割合が８割以上を占めており、近年大きな変化は見

られない（図４、表－４）。一方で、飛騨圏域は自家用車以外の鉄道やバスの利用が 33.0％あ
る。 

（５）同行者別観光客数

同行者人数別に見ると、「２～３人」「４～５人」が全体の約８割を占めており、少人数の

観光形態の傾向に変化はない（表－５）。

同行者別に見ると、約６割が「家族」で、以下「友人・知人」、「自分ひとり」と続いてお

り、「団体旅行」の割合は低い。ただし、飛騨圏域では旅行業者の募集等による「団体旅行」

が他圏域に比べ高く 15.2％を占める（表－６）。

（６）観光地分類別観光客数

観光地分類別にみると、「文化・歴史」と「自然」で全体の４割近くを占め、以下「イベ

ント」、「温泉」、「スポーツ・レクリエーション」、「買い物」、「産業観光」、「行祭事」、「その

他」と続く。 
圏域別で見ると、岐阜圏域は「イベント」、西濃圏域は「文化・歴史」、中濃圏域は「ス

ポーツ・レクリエーション」、東濃圏域は「産業観光」、飛騨圏域は「文化・歴史」や「温

泉」が多い（図５、表－７）。
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◆外国人宿泊客数の動向

外国人の宿泊客数は、上半期は SARS、イラク戦争の影響等により減少したものの、官民あげ

ての外客誘致の取り組みの成果もあり、前年を３．１％上回る７７，１８０人(対前年 2,295 人増)

となり、平成１２年以降連続して増加している（表－１１、１２）。

◆圏域の動向

＜観光客実人数（推計）＞ （単位：千人、％）

・岐阜圏域…昨年に比べやや減少した。「花の都ぎふ祭り～ひだ・みの花紀行～」関連イベントの

効果で増加があったものの、オープン５年目を迎えた「河川環境楽園」（川島町）等

既存の観光地点で減少した。宿泊客数については、３７千人減少した。

また岐阜圏域は、他圏域と比べると、観光地分類別の「イベント」の割合が３割以上

と高いのが特徴である（図５、表－７）。

・西濃圏域…昨年に比べやや減少した。「伊吹山ドライブウェイ」（関ヶ原町）、「チューリップ祭」

（海津町）、「大垣まつり」（大垣市）が天候に恵まれず減少した。一方で３月にオー

プンした「池田温泉新館」（池田町）をはじめ、「水晶の湯」（南濃町）、「四季のふる

さと養老」（養老町）等日帰り温泉施設は好調であった。宿泊客数は、２６千人減少

した。

また他圏域と比べると、日帰り客の占める割合が最も多く（98.1%）（表－１）、居住

地別では、県外客のうち東海地方からの割合が特に高いことが特徴である（表－２）。

・中濃圏域…圏域全体で１，６２６千人増加した。観光地点別に見ると、４月にオープンした「平

成記念公園『日本昭和村』」（美濃加茂市）が人気を集めた。ただ一方で、圏域内のス

キー場は全体として２４６千人減少した。これは１１月および１２月の積雪が、前年

に比べ極端に少なかったことによる。宿泊客数については、２９千人減少した。 
また他圏域と比べると、観光地分類別の「スポーツ・レクリエーション」の割合が高

いのが特徴である（図５、表－７）。

・東濃圏域…昨年に比べやや減少した。昨年大きく増加した「姫街道４００年祭」のイベント効果

の反動で減少した。一方「セラミックパークＭＩＮＯ」および「岐阜県現代陶芸美術

館」（以上多治見市）は、年間通して２９７千人の入込客があった。宿泊客数につい

ては、２千人増加した。

また他圏域と比べると、居住地別では、県外客のうち東海地方からの割合が特に高く

（表－２）、観光地分類別の「産業観光」が多いのが特徴である（図５、表－７）。

・飛騨圏域…圏域全体で３７６千人増加した。観光地点別に見ると、新規オープン施設「そばの里

荘川」、「そば処心打亭」（以上荘川村）の効果や、「野麦峠」（高根村）、「白山スーパ

ー林道」（白川村）の増加があった。一方で、５月からマイカー乗入が禁止された「乗

鞍岳」（丹生川村）では減少した。宿泊客数については、上宝村、高山市、旧下呂町

などを中心に１７２千人減少した。

また他圏域と比べると、観光客数における宿泊客の内訳が３割以上と多く（県全体で

は約１割）（表－１）、県外客の内訳も７割以上と多い（県全体では約５割）（表－２）

といった特徴があり、自家用車以外の鉄道・バスの利用（表－４）や、旅行業者の募

集による団体旅行の割合も高い（表－６）。

日帰り客数 宿泊客数 観光客数（合計） 対前年比

岐阜圏域 １０，７４７ ７８６ １１，５３３ △０．７

西濃圏域 １０，６６０ ２０６ １０，８６７ △０．６

中濃圏域 ９，２４２ ５２０ ９，７６２ ＋２０．０

東濃圏域 ５，３３２ ４９０ ５，８２１ △１．０

飛騨圏域 ４，５６１ ２，４６６ ７，０２７ ＋５．６

合 計 ４０，５４１ ４，４６９ ４５，０１０ ＋４．２

※各圏域および県計の観光客数は、ともに実人数（１人の観光客が圏域内または県内の複数の観光地点を訪れ

ても、圏域内または県内で２泊以上滞在しても、観光客、宿泊客はそれぞれ１人と数える。）を推計したもの

である。

（観光客実人数）＝（観光客延べ人数）／（平均訪問地点数（単位：箇所））



＜参考：圏域別延べ宿泊客数の年別推移＞ （単位：千人）

平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年

岐阜圏域 １，２３３ １，２７０ １，１８０ １，１０９ １，０４６

西濃圏域 ３５２ ３７１ ３４４ ３１８ ３２２

中濃圏域 ７９９ ７５７ ８０６ ７９６ ７６０

東濃圏域 ６８５ ５９９ ５５１ ５９９ ６３３

飛騨圏域 ４，２５９ ４，１６７ ４，０９２ ４，２９４ ３，９７０

県 計 ７，３２７ ７，１６４ ６，９７３ ７，１１６ ６，７３０

※表１１（延べ宿泊客数）を年別にまとめたものである。１人の宿泊客が圏域内または県内の２箇所で宿泊

する場合、圏域内または県内で２連泊する場合、宿泊客はそれぞれ２人と数える。

２ 観光消費額

平成１５年の観光消費額の総額は２６０，５４１百万円（対前年 20,155 百万円減、7.2％減）

で、そのうち日帰り客分は１４４，０４６百万円（対前年 6,599 百万円減、4.4％減）、宿泊客分

は１１６，４９６百万円（対前年 13,556 百万円減、10.4％減）であった。これを１人当たりの

平均消費額でみると、日帰り客は３，５５３円（対前年 9.7%減）、宿泊客は２６，０７０円（対

前年 4.9%減）であり、宿泊客における観光消費額の大幅な減少は、宿泊客数の減少に加えて、

１人当たりの平均消費額の減少が重なったためといえる。

３ 経済波及効果（推計）

平成１５年の生産誘発額は３６９，０８７百万円（対前年 28,509 百万円減、7.2%減）で、就

業誘発効果は４０，８５０人（対前年 3,262 人減、7.4％減）となった。

＜参考＞可児市の製造品出荷額等 367,122 百万円（H13 県工業統計調査）

瑞浪市の人口 42,453 人（H14 岐阜県人口動態統計調査）

４ 「道の駅」の観光客数

平成１５年末現在、県内「道の駅」は３７ヶ所あり、うち観光客数（利用者数）を把握してい

る「道の駅」は２６ヶ所であった。これら２６ヶ所の観光客数の合計は、６，６０９千人であっ

た。 
前年と比較すると、２６ヶ所中増加１８ヶ所、減少６ヶ所、新設２ヶ所であり、新設を除く２

４ヶ所の利用者数では、３４０千人増（5.5％増）であった。増加の理由としては、「道の駅スタ

ンプラリー」による客の定着に加え、農産品や特産品の直売、温泉や体験施設等による新たな魅

力付けが挙げられる。



【参考】調査の概要

◆本調査は、社団法人日本観光協会の「全国観光統計基準」に基づく。

１．調査期間

平成１５年１月１日から平成１５年１２月３１日まで

２．調査対象

（１）観光地点

○観光地点の定義および分類

年間観光客が５０，０００人以上、または季節的観光客が月間５，０００人以上

※ただし、上記の数を満たさない観光地点については、観光地点名を「その他」として掲載

・「自然」…優れた自然環境であり、管理者が常駐している景勝地（山岳、高原、湖沼、河川

景観、その他鍾乳洞など特殊地形）。

・「文化・歴史」…文化財や歴史的建造物を有し、管理者が常駐している施設（城郭、神社・仏

閣、庭園、町並み、旧街道、史跡、博物館、資料館、美術館、動植物園、水族館、その他橋、

駅、ビル、ダムなど建造物）。

・「産業観光」…広範囲な敷地を有し、管理者が常駐している工場、農園、市場、牧場、伝統工

芸等の産業拠点（観光農林業、観光牧場、観光漁業、伝統工芸、その他の産業観光施設）。

・「スポーツ・レクリエーション」…管理者が常駐している施設。

※ただし、小規模の施設、地元利用者が大半を占める施設は除外し、観光利用の対象として

取り扱っているものに限定（ゴルフ場、スキー場、テニス場、アイススケート場、サイクリ

ング場、ハイキングコース、キャンプ場、自然歩道・自然研究路、大規模公園、レジャーラ

ンド・テーマパーク、複合的スポーツリゾート施設、その他スポーツ・レクリエーション施

設）。

・「温泉」…温泉あるいは鉱泉の湧出する地域であり、管理者が常駐している施設、地域（温泉、

その他入浴施設）。

・「買物」…管理者が常駐している施設。

※ただし、小規模の施設、地元の利用者が大半を占める施設は除外し、観光利用の対象にな

っているものに限定（道の駅、複合的ショッピング施設、ショッピング街、朝市・市場、郷

土料理店・レストラン）。

・「行祭事」…地域住民の生活において伝統と慣行により継承されてきた、定期的に開催される

大規模な行祭事（行祭事、郷土芸能、地域風俗）。

・「イベント」…常設もしくは特設の会場において、一定の成果を期待して人や金を集めること

を目的として行われる大規模なイベント（博覧会、展示会、見本市、コンベンション、国体、

花火大会）。

（２）宿泊施設

○宿泊施設の定義

管理者が明確で常駐しており、毎日の利用者数を確実に把握することができ、宿泊に必要

なサービスを営利目的で提供する、観光客を宿泊させるための施設。

※ただし、個人所有の別荘、リゾートマンション、ホームステイ先の個人住居、同伴ホテル・

旅館、カプセルホテル等は除外。

３．調査実施機関

県、市町村（平成１５年末時点の市町村の別による）


